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研 究 会・シンポジウム報告 
 
2014 年 7 月 1 日（火） 定例研究会報告 
テーマ： 起業とコミュニティー：インドのアパレル集積地の事例 
報告者： 内川秀二所員（本学経済学部） 
討論者： 飯沼健子所員（本学経済学部） 
司 会： 野口旭所員（本学経済学部） 
時 間： 15:00〜17:00 
場 所： 生田校舎 8 号館 832 会議室 
参加者数：15 名 
報告内容概略： 
 インドは、かつては世界の最貧国の一つでありながら、近年は BRICs の一角を担う代表
的な新興諸国の一つとなり、注目を集めている。本報告は、そのインドの経済発展の様相
を、特にアパレル産業の集積という事例に注目して解明した研究成果である。 
 報告ではまず、産業クラスター論の研究枠組みを整理した上で、インドでの調査研究の
概要と結論が示された。そこでは、インドでのアパレル産業の集積的な拡大において、ガ
ウンダーと呼ばれる社会階層が重要な役割を果たしたことが明らかにされた。そして、イ
ンドのアパレル産業集積は、その地域の社会的ネットワークによって特徴付けられたもの
であったことが結論として示された。 
 討論においては、報告の研究上の意義が整理された上で、政策的な含意、農地改革の役
割、カーストの役割などが質問され、議論された。さらに、出席者によってさまざまな質
問が提起され、議論が展開された。 
 なお、本研究会は、社会科学研究所グループ研究助成「グローバル化時代の国際経済の
諸問題」との共催として行われた。 
記：専修大学経済学部・野口旭 
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2014 年 7 月 12 日（土） シンポジウム報告 
テーマ： 「日本の女性政治家と政治指導」 
報告者： 清水隆雄 （元国立国会図書館・専門調査員） 「吉村美栄子（山形県知事）」 
     末次俊之 （専修大学法学部助教・研究所所員) 「太田房江（大阪府知事）」 
     根本俊雄 （専修大学法学部・非常勤講師） 「潮谷義子（熊本県知事）」  
時 間： 14：00 －17：00 
場 所： 専修大学神田校舎 1 号館 13A 会議室 
参加者数：16 名 
報告内容概略： 
 本シンポジウムでは、現代日本政治における女性政治家について、2000 年以降の地方政
治における女性首長（吉村美栄子、太田房江、潮谷義子各知事）の誕生の背景とその政治
指導の特色を検討し、男性中心の政治への女性政治家の影響を考察しながら、欧米諸国に
比べて過小代表といわれる日本の女性政治家の政策決定過程への影響力拡大の展望を論
じた。 
 清水の報告では、山形県知事の吉村美栄子は、男女平等に関心をもち、市川房枝や M・
サッチャーなどの「強い信念」を抱く女性政治家をめざし、「鉄の女」を掲げながらも政
治指導では「話し合いの政治」を試みている。だた、三期目に入って「強い信念」により
孤立していると評されており、それは吉村の慢心を反映していると論じられた。末次の報
告では、通商産業省官僚の経歴をもつ太田房江について、大阪府知事選挙への出馬の経緯
と当選後の府政を検討し、太田は優先課題の行財政改革と地域経済の活性化など一定の業
績をあげたものの、「相乗り」「落下傘」候補で知事に当選した後、各政党との距離感に苦
心し、最後は女性政治家が期待される「クリーンな政治」への有権者の幻滅によって、知
事職を去っていくことになったと報告された。根本の報告は、報告者が潮谷知事に直接行
なったインタビューをもとに、日本における女性政治家の位置づけを検討した。潮谷は草
の根による選挙運動を展開して当選を果たした後、任期中高い支持率を維持しつつ、二期
八年を務めた。高い人気の背景として、「ユニバーサル・デザイン」の基本理念を軸に、「女
性」の属性よりも利害関係者間の「調整役」を目指したことが評価されたものと論じた。 
 フロアからは、各知事に共通する「かつがれ型」選挙で当選した後、議会与党との関係
と知事の政治主導について、女性知事が注目されることにより日本政治の「男性中心社会」
がよりあらわになる一方で、「権力追求型」の女性政治家が生じにくい背景についてなど、
多くの質問がなされ、活発な議論が交わされた。 
記：専修大学法学部・末次俊之 
 
